
                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

熱中症について 
 

  

 

 

 

 

【熱中症とお薬の関係】 

1. 熱中症とは？ 

暑い季節になると、熱中症に注意が必要です。熱中症は、暑さによって体の

中に熱がこもり、体調が悪くなる病気です。屋外だけでなく、家の中でも起

こることがあります。 

特に高齢の方は注意が必要です。年齢を重ねると、暑さやのどの渇きを感じ

にくくなることがあります。そのため、自分では「大丈夫」と思っていても、

知らないうちに体の水分が少なくなっていることがあります。 

 

2. 熱中症を予防するポイント 

熱中症の初期症状 

・ めまい、立ちくらみ 

・ 頭痛、体のだるさ、吐き気 

・ こむら返り、大量の汗 

・ いつもより元気がない、食欲がない、ぼんやりしている、受け答えが

はっきりしない 

 

予防の基本 

予防の基本は、「暑さを避けること」と「水分をこまめにとること」です。 

・ 暑さ対策： 家の中では、無理をせずエアコンや扇風機を使いましょう。

「少しくらい暑くても我慢できる」と思う方もいるかもしれませんが、

熱中症は重くなると命に関わることがあります。 

・ 水分補給： 水分は、のどが渇いてからではなく、「時間を決めて少し

ずつ飲む」ことが大切です。朝起きたとき、食事のとき、入浴の前後、

寝る前などに水分をとる習慣をつけましょう。 

 

 

 



                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. お薬を飲んでいる方へ 

お薬を飲んでいる方は、熱中症との関係に気をつけましょう。薬の種類によ

っては、以下のような影響が出ることがあります。 

・ 尿を出しやすくする薬（利尿薬など）： 体の水分が少なくなりやすい

ことがあります。 

・ 血圧の薬： 脱水になると、ふらつきや立ちくらみが出やすくなる場合

があります。 

・ 眠りを助ける薬・気分を落ち着ける薬・アレルギーを抑える薬： 眠気

が出たり、のどの渇きに気づきにくくなったりするものがあります。 

・ 痛み止めの薬： 脱水がある状態で服用すると、腎臓に負担がかかるこ

とがあるため注意が必要です。 

 

💡 ポイント 「この薬は夏に飲んでいて大丈夫かな」「水分はどのくらい取れ

ばよいかな」と不安に思ったときは、自己判断で薬を止めず、必ず医師や薬剤

師に相談してください。 

 

4. 光仁会第一病院がお手伝い出来ること 

光仁会第一病院では、地域に根ざした病院として、急な体調不良への対応だ

けでなく、予防、治療、リハビリ、在宅医療まで、地域の皆さまの健康を支え

る取り組みを行っています。 

・ 「食欲が落ちている」 

・ 「水分をあまりとれていない」 

・ 「薬を飲んでいて脱水が心配」 

など、少しでも不安がある場合は、早めにご相談ください。ご本人だけでな

く、ご家族からのご相談も大切です。地域の皆さまが安心して暑い季節を過ご

せるよう、当院でもサポートいたします。 

 

※参考サイト 

「熱中症予防のための情報 資料サイト」（厚生労働省） 

  

 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/nettyuu_taisaku/

